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　このマークは社会福祉協

議会の「社」を図案化し ､

｢ 手をとりあって､明るいし

あわせな社会を建設する姿｣

を表現しています。 
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ゲームで楽しむ高齢者と児童（四倉地区協議会）

　新年おめでとうございます。

　皆様には、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　また、日頃より本会の福祉活動にご支援を賜り、心より感謝申し上げます。

　本年も市民の皆様とともに、「誰もが住み慣れた地域で、安全で安心して暮らし

続けることができるまち　いわき」の実現を目指し、役職員一丸となり地域福祉の

推進に努めて参りますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　皆様の益々のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、新年の挨拶といたします。

年頭のごあいさつ　社会福祉法人いわき市社会福祉協議会  会長　強
こわ
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①困り事相談
　サービスの依頼

②生活状況の確認（訪問）

③サポーター
　依頼

①話し相手
②ゴミ出し
③掃除
④片付け
⑤電球交換

⑥重い物の移動
⑦買物
⑧調理
⑨洗濯
⑩郵便物の内容確認

生活支援サービスの例
⑪草引き
⑫庭木の剪定
⑬サロン運営
⑭外出時の付き添い
⑮その他

⑤活動状況の
　報告⑥活動状況の

　報告
⑦活動内容の
　検証･助言

④サービスの
　提供

地域福祉コーディネーター
生活支援コーディネーター

相談窓口

サポーター養成
登録･管理

ニーズに対する
対応の検討

サポーター
調整

高齢者
障がい者
など

第２層協議体 支え合い
サポーター

市社協ボランティア活動センター
（地区協議会）
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ど
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よ
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、
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２
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含
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支
所
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位
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設
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し
、

新
た
な
支
え
合
い
の
推
進
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　各地区の第２層協議体の構成メンバーは、平
成27年～平成28年度に実施した「いわき市住
民支え合い活動づくりモデル事業」により創出
された第３層協議体の代表者、行政嘱託員（区
長）、民生委員・児童委員、その他既存のボラン
ティア団体、民間企業、NPO法人、福祉施設等
など20名程度で構成しています。

　各地区において、平成29年７月の第１回会議
から始まり、これまでに５回の会議を開催し、
地区内の生活課題の把握や社会資源の整理、生
活支援サービス実施に向けた運営主体の検討を
行いました。
　平成30年10月に開催した第５回会議では、
生活支援サービス実施に向けた運営主体の協議
を行い、遠野地区と久之浜・大久地区について
は、各行政区を単位として「住民支え合い活動」
に取り組み、その他の地区については、いわき
市社会福祉協議会が生活支援サービスを提供す
る運営主体となることの合意を得ました。

構成メンバーと取り組み

市社協が運営主体と
なる場合の仕組み
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在宅福祉サービス

　

現
在
、
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内
21
の
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で
、
住
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活
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な
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政
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住
民
組
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３
層
協
議
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を
設
置
し
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住
民
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抱
え
る
生
活
課
題
や
生
活
支
援
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、
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に
向
け
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、
地
域

住
民
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関
係
機
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協
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ら
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支
え
合
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組
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活
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援
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行
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て
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ま
す
。

取り組んでみませんか？ お互いさまの地域づくり

地区名 実施地域（名称）

平
平第24区（城山結いの会）
平第48区（愛結いの会）

小名浜
玉川町西区
永崎区
玉露１・２区

勿　来 南台１・２区（南台ひまわり会）
常　磐 下船尾地区（船尾いきいきサポーター会）
内　郷 高坂９区（高坂９区つどいの会）

四　倉
新町地区（新町笑顔の会）
梅ヶ丘南地区（21区ニコニコ会）

地区名 実施地域（名称）

遠　野

上根本行政区（住民支え合い会）
入定地区（徳溢会）
東山行政区（さわやか応援隊）
下滝行政区（住民支え合い会）

小　川
塩田地区
山ノ入・淵沢地区

好　間 田代・沼平地区
三　和 上市萱地区（上市萱福祉支援クラブ「和」）
田　人 入旅人大字区（わが町協力隊289）
川　前 山下谷地区

久之浜·大久 西町１区（西町１区ふれあい協議会）

支え合いサポーター研修会

各地区でさまざまな取り組みを行っています。詳しくは、地域福祉課　☎23-3320（代）まで

住民支え合い活動事業

　９月に開催した研修会
では、サポーターが住民
に参加を呼びかけたとこ
ろ30名が集まり、支え合
い活動への関心の高さで
あると感じました。この
活動をますます前進させ
ることが大切ではないか
と思っています。

　この研修を受けて、私
も身近な人たちで支え
合って行こうとする活動
に気持ちが動きました。
小さなことしかできない
かもしれませんが、サポー
ターとして活動を始めて
います。

活　動　紹　介 梅ヶ丘南地区（21区ニコニコ会）

主催者からの声 参加者からの声

❶ 話し合う（住民の声を聴く）
❷ 知る（生活支援ニーズの調査・分析）
❸ 活動の計画（地域が目指す方向性）
❹ 学び合う（スキルの向上・研修会開催）
❺ 担い手をつくる（人材育成）
❻ 知らせる（支え合い活動の広報）

居 場 所
つどいの場

サロン

生活支援
ゴミ出し
電球交換等

見 守 り
見守り

声かけ訪問

住
民
組
織
の
役
割
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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動
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タ
ー
通
信

　平成30年８月４日（土）に、パルセいいざ
かにおいて開催された「ふくしまボランティア
フェスティバル」に参加しました。
　式典では、県内の社会福祉の向上に多大な貢
献をされたボランティアの方々の表彰が行わ
れ、本市からは次の２団体が表彰されました。

　平成30年10月28日（日）いわき市社会福祉センター
において、市内のボランティア団体やボランティアに興
味のある方などを対象に、平成30年度「いわき市ボラ
ンティアフェスティバル」を開催しました。
　髙橋由紀雄氏（盲導犬ベルタ号）、髙橋なつゑ氏を講
師に、「共に生きるふだんのくらしと支え合い」の講演と、
ボランティア団体交流会や活動紹介のブース展示等を行
いました。

第21回ふくしまボランティア
フェスティバルへ参加

「いわき市ボランティアフェスティバル」
を開催しました!

　
「
い
わ
き
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

み
み
」
は
、

平
成
20
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に
結
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、
10
年
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迎
え
ま
す
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
修
了
者
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
団
体
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。
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症
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集
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、

個
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傾
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平
成
29
年
11
月
と
平
成
30
年
11
月
に
は
、

東
京
よ
り
講
師
を
招
い
て
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
は
誰
で
も
悩
み
や
世
間
話
な
ど
、
誰
か

に
話
す
こ
と
で
、
心
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
笑
顔

に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
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を
続
け

て
い
き
た
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と
思
っ
て
お
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ま
す
。

『
い
わ
き
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

み
み
』

【福島県知事感謝】　２団体

・山田ふれあい福祉の会　様

・子どもの読書環境を豊かにする会　様

髙橋氏の講演 本市からの参加者ボランティアブースの様子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介

平成30年度

詳しくは、ボランティア活動センター　☎38-6631まで

傾聴ボランティア養成講座
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　いわき市における地域福祉の向上を目指し、福祉活

動に関わる地域住民・民間団体の自主的で継続的なボ

ランティア活動を育成・助長することを目的に「いわ

き市ボランティア基金」を設置しています。

　これまで、ボランティア活動のための研修会、資機

材の整備、福祉教育活動などさまざまな分野へ幅広く

助成金を配分しています。

◆ボランティア基金造成額

� ５億51万6,163円

� （平成30年３月31日現在）

◆平成30年度までの助成実績

　・助成団体数　�  383団体

　・助成総額　�　8,922万7,936円

平成30年度助成金配分結果　12団体　 総額238万9,000円
助成団体名 助成額 助成内容

勿来地区ボランティア連絡会 68,000円 広報活動に必要な広報紙発行

特定非営利活動法人
交流ステーションみのり

116,000円 広報活動に必要なパンフレット・封筒等作成

特定非営利活動法人 おたすけ倶楽部 140,000円 地域助け合い活動フォーラム（講演会）の開催

いわき市ボランティア連絡協議会 146,000円 広報紙発行、団体交流会開催

スワンキッズくらぶ 170,000円
発達障がい児を地域で見守る活動に必要なバッジ及び
リーフレット等作成

人形劇　ピッコロ 176,000円 人形劇ボランティアに必要な舞台機材の整備

いわき点訳グループ 200,000円 点字活動に必要なパソコン・点字編集システム整備

視覚障害者サポートグループ
ゆかり（縁）

200,000円
バリアフリーヨガ（白杖ヨガ）・視覚障がい者サポーター
ミニ講座開催

ラ・エトワール　ボランティアグループ 200,000円 音楽ボランティア活動に必要な音響機材等整備

子育てサポーターのつどい
★てんしのほほえみ★

200,000円 子育て支援ボランティアに必要な音響機材等整備

ジャムハート 200,000円 和太鼓演奏等音楽ボランティアに必要な機材整備

いわき市社会福祉協議会
ボランティア活動センター

573,000円
いわき市ボランティアフェスティバル開催、ボランティア
活動保険助成

合　　計 2,389,000円

　目の不自由な方のために、本や暦、ごみカレ

ンダー、時刻表、その他外部からの依頼により

点訳する活動を行っています。

　点訳講習会修了者を新たな会員として迎えま

したが、同時に会員数に対し点訳編集を行うパ

ソコンの不足という課題を抱えておりました。

　このたび、点訳に必要なパソコンと編集シ

ステムの導入に助成金を活用させていただき、

円滑な点訳

編集と活動

のスピード

を向上させることができました。

　今後は、さらなる会員の育成と目の不自由な

方へタイムリーな情報提供に努めていきたいと

思います。

　ありがとうございました。

ボランティア活動助成金配分を受けて
いわき点訳グループ　　会長  蛭田 法枝

詳しくは、ボランティア活動センター　☎38-6631まで

いわき市ボランティア活動助成金配分結果報告



－６－

平成31年１月18日 いわき市社協だより 第129号

　県内の社会福祉関係者が一堂に会し、「第72回福島県社

会福祉大会」が平成30年11月８日（木）南相馬市民文化会

館ゆめはっとで開催されました。

　式典では、県内の福祉向上に多大な貢献をされた方々の

表彰が行われ、本市からは89名、４団体、赤い羽根スロー

ガン入選者１名が表彰されました。

　福祉施設・団体・ボランティアなど福祉関係者及び

市民の方々が一堂に会して、いわき市の福祉を総合

的に高めていく「第44回いわき市総合社会福祉大会」

（主催：いわき市・いわき市社会福祉協議会）を、平

成30年11月14日（水）いわき芸術文化交流館アリオス

で開催しました。

　大会の席上、本市の福祉向上発展に多大な活躍を

された方々に表彰を行いました。

　また、記念講演として、医療法人社団　峻凌会　

やきつべの径診療所　児童精神科医　夏苅　郁子様

から「当事者・家族・精神科医の三つの立場を経験し

た私からお伝えしたいこと～こころの病気を抱えた方

とその家族を地域で支えるために～」と題し講演をい

ただきました。

社協通信社協通信

いわき市総合社会福祉大会を
開催しました！

【市 長 感 謝】  74名

【大会会長表彰】 155名　１団体

【大会会長感謝】  20名　１団体

また、本大会において次の大会宣言が採択されました。

１　誰もが住み慣れた地域で、その人らしい自立した生活を送れるよう、住民主体による住民支え合い活動づくりを推進し

ましょう。

２　すべての人が、権利を侵害されることなく、地域で自立した生活が送れるよう、権利擁護のための取り組みを推進しましょう。

３　すべての子どもが、より良い環境のもとですこやかに成長できるよう、地域ぐるみで子ども・子育てを支援しましょう。

４　高齢者やひとり親家庭などが、孤立することなく、安心して暮らせるよう、保健・医療・福祉の連携による地域福祉活

動を強化しましょう。

５　すべての障がい者が、社会で支え合いながら、共に暮らせる地域づくりを進めましょう。

６　生活に困窮する世帯が、孤立することなく、安定した生活を送ることができるよう、関係機関等が連携し、生活課題の

解消や早期自立に向けた取り組みを進めましょう。

７　社会福祉施設はその機能を活かし、地域住民との交流を深め、積極的に地域貢献活動に取り組みましょう。

８　市民の社会福祉に対する理解と関心を高め、ボランティア活動への参加を促進し、ともに支え合う地域づくりを進めましょう。

９　共同募金が、社会福祉の増進に果たす役割と使命を理解し、募金活動をさらに推進しましょう。

【知 事 感 謝】 　76名　　　
【大会会長表彰】 　10名　　
【大会会長感謝】　 ３名� ４団体
【赤い羽根共同募金運動
 スローガン入選】� 優秀賞　１名

第72回 福島県社会福祉大会が南相馬市で開催されました！

第
44
回

いわき市総合社会福祉大会を
開催しました！
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教育支援資金のご案内
　社会福祉協議会では、高校、専門学校、短大、大学等の進学にあたって
経済的にお困りの方に、生活福祉資金の「教育支援資金」の貸付を行っています。

地区名 問い合わせ先 電話番号

平 平地区協議会 22-6441

小名浜 小名浜地区協議会 54-2111㈹

勿　来 勿来地区協議会 63-2111㈹

常　磐 常磐地区協議会 43-2111㈹

内　郷 内郷地区協議会 27-8707

四　倉 四倉地区協議会 32-2114㈹

遠　野 遠野地区協議会 89-2111㈹

小　川 小川地区協議会 83-1111㈹

好　間 好間地区協議会 36-2221㈹

三　和 三和地区協議会 86-2111㈹

田　人 田人地区協議会 69-2111㈹

川　前 川前地区協議会 84-2111㈹

久之浜・
大久

久之浜・大久地区
協議会

82-2111㈹

生活福祉資金のお問い合わせは

お住まいの地区協議会まで

◆ご利用いただける世帯
収入が一定基準以下で、他の貸付制度（国の教育ローン・母
子父子寡婦福祉資金・日本学生支援機構の奨学金など）を利
用することが困難な低所得世帯

◆貸 付 利 子  無利子　
◆借　受　人　就学する方
◆連帯借受人　原則として同一世帯の生計中心者
◆連帯保証人　原則として、65歳以下の収入のある県内居住者
◆償 還 期 間　卒業後６カ月以内の据置期間経過後、20年以内

貸付種類 対象経費 貸付限度額

教　育

支援費

修学に必要な経費

授業料・参考書・学用品・
交通費（通学定期代）・
アパート家賃など

①�高等学校（専修学校高等課程含む）

　月額35,000円以内
②高等専門学校
　月額60,000円以内
③短期大学（専修学校専門課程）
　月額60,000円以内
④大学
　月額65,000円以内

就　学

支度費

入学に際し必要な経費

入学金・制服・教科書
等の入学時に学校に納
入する経費

500,000円以内

詳しくは、生活支援課　☎23-3320(代)まで

１回１時間あたり1,200円（１時間を超えた場合は30分ごとに400円・別途交通費）

計画的にお金を
使いたいけれど、
うまくいかない

通帳などを
しまった場所を
忘れてしまう
ことがある

福祉サービスの
手続きが

わからない

あんしんサポート

利用料

福祉サービスを利用または利用を
やめるために必要な手続きをします。

福祉サービスの利用料を支払う手続きをします。

銀行などに行って、日常生活に
必要なお金の出し入れを支援します。

通帳や印鑑など大切な書類をお預かりし、
貸金庫など安全な場所で保管します。

主なサービスの内容

♥あんしんサポート（日常生活自立支援事業）とは？
　判断能力が十分でなくなってきている方（例えば、認知症高齢者、知的・精神障がい者など）が、地域で安
心して自立した生活が送れるように、福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理などの援助を行う事業です。
　認知症の診断の有無、障がい者手帳の有無は問いません。施設や病院に入所、入院している方でも利用できます。

くらしのあんしんをおてつだい！

※相談から契約
　までは無料です。
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平地区協議会（男の料理教室）
　男性同士の交

流を目的に、健康

と食育の会 平澤

豊子氏の指導の

もと、飯野公民館

で開催しました。

　参加者15名は、

栄養バランスの取

れた食事の大切さを学び、さんまのカルパッチョな

どを作りました。参加者からは、「家でも作りた

い!」との意気込みも聞かれ、男同士の会話にも花

が咲きました。

◆詳しくは、平地区協議会　☎22-6441まで

三和地区協議会（子育てサロン）
　子育て中のお

母さんたちの情

報交換とリフレッ

シュや交流を目

的に、毎月１回三

和ふれあい館で

開催しています。

　主任児童委員、

民生委員・児童委員の協力のもと、夏にはプール、

冬にはクリスマス会等、季節の行事を行い、楽しい

ひと時を過ごしています。

◆詳しくは、三和地区協議会　☎86-2111㈹まで

四倉地区協議会（高齢者ふれあいの集い）
　世代間交流と

社会参加を目的

に、区長会及び民

生児童委員協議

会の協力のもと、

四倉公民館にて、

敬老会との共催

で開催しました。

　当日は、約300名が集い、金婚表彰の後に、四倉第

一幼稚園園児によるお遊戯や、チーム エトワール・

コスモスの皆さんによるバンド演奏で楽しい一日

を過ごしました。

◆詳しくは、四倉地区協議会　☎32-2114㈹まで

川前地区協議会（保育所との交流会）
　桶売保育所（園

児３名）と地域住

民との交流を目

的に、老人クラブ

会員、民生委員・

児童委員、保育所

の卒園生や保護

者の協力により

開催しています。

　地域の方々と一緒に年間を通して、運動会・お

遊戯会・遠足などの行事を元気いっぱいに楽しん

でいます。

◆詳しくは、川前地区協議会　☎84-2111㈹まで

「いわき市社協だより」の作成経費として、皆さまからの寄付金・会員会費及び共同募金配分金を使用させていただいております。

　市内13地区（平、小名浜、勿来、常磐、内郷、四倉、遠野、小川、好間、三和、田人、川前、久之浜・大久）に地区協

議会を設置し、『誰もが住み慣れた地域で安全で安心して暮らし続けることができるまち　いわき』を基本

理念に、地域住民の福祉ニーズに合ったさまざまな事業を実施しています。

地 区 協 議 会 だ よ り

　ボランティア元年と言われる「阪神･淡路大震災」から23年が経過しました。
　昨今、災害が頻発し、「災害ボランティア」と言う言葉が日常的に聞かれるよ
うになり、その活動も、がれき撤去から被災者の生活支援まで多様な活動と
なってきました。
　あらためて、“ボランティアのちから”を考え、活かすことが必要だと思います。

編
集
後
記
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皆さまの声をお待ちしています!
　いわき市社会福祉協議会では、市民の皆さまの声をお待ちして

います。手紙、電子メールでお気軽にお寄せください。

住所：いわき市平字菱川町１番地の３（いわき市社会福祉センター内）

ホ ー ム ペ ー ジhttp://www.iwaki-shakyo.com  　
メールアドレスmaster＠iwaki-shakyo.com

いわき市社協
ホームページ


